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アントウェルペン市場の興隆
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アントウェルペンはシェルト河に沿う港であり，おそくも1008年にフランド
ルの有力な伯たちに対してドイツの国境を守るためにおかれた帝国辺境伯の所
在する都市となった。 11世紀の末にブラバント公領となり， 1291年には法律的
に都市となり， 1315年にはドイツ・ハンザに加盟し＇，漸次にフランドルのプリ
土ージュを凌駕して15世紀にはイギリスとの毛織物取引の中心となって興隆し
た。ドイツ皇帝カール五世がブルグント国を継承した結果，アントウェルペン
は16世紀にはイスパニア・ポルトガルの植民地産物の集散地として，ヨーロッ
パの商品商業や貨幣商業のメトロボリスとなった。その頃におけるアントウェ
ルペンの内部については，拙稿，アムステルダムの「世界市場」への発展（本
誌，第13巻第4・5・6合併号382ページ以下）において取扱った。また，アントウ
ェルペン興隆の諸原因については，他の機会に既に述べた（増田四郎，宮下孝吉
，高村象平，小松芳喬，五島茂著『西洋経済史』，上巻，有斐閣，昭和31年， 151ペー ジ）。
本稿は， 14・5世紀すなわち中世後期から16世紀にわたってのアントウェルペ
ンの発展，つまり興隆の様相を，低地地方ならびにヨーロッパ経済との関連に
おいて取扱おうとするものであり，先稿の叙述を主として J.A van Routte, the 
rise and decline of the market of Bruges, Econ. Hist. Rev. 2nd Ser. Vol. 19, 1966, 
29 f. ならびに H.van der Wee, the growrh of the Antwerp marp market and 
the European economry, The Hague 1963, 3 volsによって補説したものである。
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12・3世紀の商業の展開はフランドルの積極商業によって支配されていた。
この商業取引はイクリア都市と，最初は直接に，ついでシャンパーニュの祭市
を通じて，接触していた。この南北の商業）レートは当時の「商業革命」（ロペス）
の軌軸であった。ドイツの大陸経済はこれによって活澄となった。このことは
数多くの都市が発展してきたことで示される。ドイツの銀採堀の開始はこの展
開に新しい刺激を与え，この刺激は金銀比率について起った投機的な雰囲気に
よって強められた。
この最初の拡大における中心人物は，商品をたづさえて自ら旅した小さな商
人であった。この新しい活動が組織された枠はグループをなして旅商すること
であり， これがギルドやハンザの形成へと導いたのである。団集旅商のほか
に，祭市（メッセ）がもう 1つの要素であった。 12・3世紀の商業の展開は大陸
商業であった。というは，その展開は大陸の陸上輸送の発達から必然的に生じ
たものであり，各地方のほとんど完全な孤立状態の終りを意味したからであ
る。幼稚な経済の不動性は，そのなかに内在する不安全という精神状態を商業
組織が無効化したときにはじめて打ち破られる。祭市はこの条件を充たした。
特定の場所および時期に需要と供給とを集中化することによって，祭市は人間
と生産物とに信頼を与え，価格機構の攪乱を防いだ。異なる諸地域の祭市を 1
つの連続した周期に集合配置すると，このような交通の規則性と均衡とを増大
した。しかし，過去自体の重荷は即時には完全に無効化されなかった。すなわ
ち，運搬費は依然として高く，危険はいまだなお重要であった。その結果，商
業の展開は主として奢俊品を基礎としており，道路で輸送される数量は限られ
ていた。
12・3世紀には都市が発達したけれども，プラバントでは依然農業が重要で
あった。 1400年頃には人口の％以上が農村に住みかつ農業に従事していた。し
かし，都市の発達も影響を及ぼした。 14世紀はヨーロッパ農業の不況時代であ
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るが，この不況はイギリス，フランス， ドイツに比べては，プラバントその他
の低地地方には顕著ではなかった。アントウェルペン地域をはじめとしてプラ
バント領の北部，より海上的な地帯はかなり経済的に発展し，とりわけ北部に
おける農村工業も， 1400年頃には，ブラバントではフランドルと等しい割合で
はなかったけれども， 伸張しつつあった。すなわち， トゥ｝レンホウト， ケー
Jレ， ホークスターテン， ワー レム， ドュッフェルおよびモールは， 1374-1437
年には純然たる農業中心地から半ば工業的な中心地に発展した。そこには，商
業的要素も存在していたのである。しかるに， 1348年の黒死病はヨーロッパの
経済に打撃を与え，プラバントやフランドルでは都市の毛織物工業が疑いもな
＜被害を蒙った。それだけではない。プラバントでは政治状況が不穏になって
きた。従って，商人の行動の自由も不安定となった。
14世紀の不況中に，相互に依存する商業の停滞および農業不況のみならず，
重要な商業的要因も前面に現れてきた。それは商業の不安を一層悪化したけれ
ども同時にまた，徐々の回復の諸基礎をもおいたのである。イタリア諸都市が
その主役であった。イタリア都市の工業発展は顕著であって14世紀には絶頂に
達した。伝統的なフランドルの毛織物の南方への輸出は次第に困難に遭遇した
のに，イギリスの羊毛はブラバントを経由してロンバルディアにますます多量
に送られた。このために，ブラバント公は特別の通過税を課したほどである。
その結果はシャンパーニュの祭市の衰微であった。金銀比率についての投機的
な雰囲気も漸次に終った。不満足な採鉱技術から生ずる生産の諸問題は，伝統
的なドイツの銀産出高を減退に導いた。 これは南北間の銀の供給を低下させ
た。イタリアを経由してレヴァントに銀をかなり投機的に輸出していた北欧の
諸地域は， ドイツの減退によって貨幣不足を感じた。フランドルの価値引下げ
時代が始まった。イタリアの発展はいまや直接的なかつ有力な影響を及ぽし，
南ドイツの諸都市は全く北イタリアとりわけヴェネツィアの経済的影響のもと
に入った。このことは，ボスニア，セルビアのようなイタリアに近い鉱山地帯
がこの時期に絶頂に近付きつつあった理由を説明する。
135 
496 アントウェルペン市湯の興隆（宮下）
イクリアと北欧との直接の海上連絡も，伝統的なヨーロッパの陸上交通の最
終的な衰退へと導いた。ヨーロッパの経済は著しく海上的な性格を帯びた。こ
の性格はプリュージュにきわめて明白であり，プリュージュの経済は既に主と
して地中海のガレー船の到着によって支配された。このことは航海技術の進歩
を前提とするのみならず，商業投資の増加をも予想させた。祭市の地位にとっ
て代わって繁栄する北イタリア都市にかなりな資本の集中化が起こったのは，
このためである。イタリアの商人銀行家は， 14世紀の航海の展開には 1つの重
要な要因であった。西ヨーロッパにわたって拡がった通信員や代理人の巧妙な
連絡網は，商業の運営と金融の操作との結合の可能性を供した。
しかし，この海運経済には衰徴の胚種があった。それは本質的には「周辺経
済」にとどまったからである。それが商工業のさかえる大陸経済によって支え
られていなかった限り，回復力，創造的な精力，商業上の攻勢を欠いていた。
それでなくとも，きわめて限定された境域内で富が交替されたにすぎなかっ
た。この時代の海運の発展は大陸の不況の限界内で展開していて，従って，根
本的な回復をもたらさなかった。それは，伝統的な境界線内に依然として限定
され，レヴァントやイタリアからの奢修品が引続き重要であった。
イタリアの織物の北欧への輸出は増加したけれども，北欧から南欧への商業
の動きは不振に陥りつつあった。新しい商業通路は海運中心地の勃興へと導い
たけれども，大陸横断の陸路上の祭市と互市場（ステープル）とは衰えつつあっ
た。さらに，海運の展開は河川ルートの安全に依存し，その結果，百年戦争は
安全性をそこなわれ易いものにした。 15世紀におけるイタリアの停滞はこの見
地で理解されねならない。
14世紀における大陸の不況は，イタリアと北欧との関係に大きな影響をもっ
ただけではなく， ドイツの経済に根本的な諸変化をもたらした。新たに開拓さ
れた北ドイツやバルト海の沿岸地帯はヨーロッパの農業不況時における収穫逓
減の法則から影響を大してうけずに，むしろ，北ドイツや中ドイツの地方にお
ける穀物に対する輸出市場の衰徴によって大いに被害を蒙った。まことに， 14
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世紀におけるこれらの地方での人口減少は穀物の商業的需要の激減の主要な要
因であったに相違ない。それ故に， 14世紀の大不況は北欧地方における農業の
過剰生産への傾向を起した。この問題は．ョーロッパのために生産している北
ドイツやバルト海のビール工業の大拡張によって部分的に解決されたようであ
る。この大拡張は余剰の一部分の利用を可能にしたからである。また，物価騰
貴の時期にはプロイセンやバルト海の穀物をさらに西方，低地地方やイングラ
ンドに輸出しようと努力した。百年戦争はこれらの地域への伝統的なフランス
の穀物輸入を妨げたから，なおさらのことである。
商業の上からいうと，これらの変動は， リューベックを中心とするハンザ同
盟の拡大えと導いた。ヴェネツィアがレヴァントを背景にもっていたと同様
に， リューベックはバルト海を背景にもっていた。両者の拡大は海上的な性格
が強く，かつ，プリュージュには有利であった。しかし，両者には次のような
重要な差異がある。バルト海沿岸諸民族の幼稚な技術は特殊な商業構造を説明
する。ハンザは「集合貿易」の勝利の表現であったが，この守勢的な態度は既
にその衰亡の胚種を含んでいた。ハンザの勃興の基礎は海運業に見出さるべき
であるけれども，バルト海という背景とのその積極的な接触は，重要な新しい
かつ創造的な要素を含んでいた。しかし，この要素は14世紀の中欧世界におけ
る不況という不幸な結果を相殺しなかった。かくして，西ヨーロッパにおいて
は，大陸の衰微はイタリアの指導権のもとでの航海拡大をもたらした。 さら
に，大陸の衰微はハンザの促進のもとに東北の海上拡大へと導いていた。この
両者はプリュージュに出発点を見出したことは，この際注目しておかねばなら
ない。間もなく第三の海上勢力がこれに参加する。それはイギリスである。し
かし，この国は新しい方向に作用して,15世紀における真の回復のための前兆
を与えた。
フランドルの毛織物は地中海方面では守勢的となり，バルト海市場に専門化
した。これは偶然にハンザの勃興と一致するが，全盛のプラバント毛織物は中
部ドイツ方面に方向を転換した。 14世紀の不況はこの企図には不利であった
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が，ヨーロッパ大陸に再び始まる商業の潮流を創造したのはプラバントであっ
た。この刺激のもとにフランクフルトの祭市，後にはライプチッヒの祭市が発
達してきた。ここに再び祭市が大陸の回復の中心となった。また，祭市はプラ
バントの小さな商人に大陸横断の陸上商業ルートの基礎をおくのに積極的に参
加する機会を与えた。 1400年頃イギリスの毛織物はプラバントの祭市に送ら
れ，バラバントの祭市の東ドイツ方面への侵透を利用しようとした。ここにケ
ルンが重要な役割を演じた。ケルンの通過商業はブラバントの遠地商業を継承
したのであるけれども，全く新しい方向に転じ，南ドイツ商人にプラバンドを
訪れさせた。しかし，以前には大陸横断の交差点にある最も重要な中心地であ
ったケルンは，この頃までにその繁栄の絶頂をすぎてしまっていた。正に，フ
ランクフルトの祭市が東欧への大陸の回復の焦点となった。しかし，フランク
フルトの祭市は，これと不可欠に結付いた反対方向すなわち西欧への南ドイツ
諸都市の商業取引に支持されなかったならば，あのような拡大はみなかったこ
とであろう。フランクフルトの祭市は南ドイツ都市が大陸の圏内に出現する最
初の接触となった。 15世紀の初から南ドイツ商人がブラバントに来た。 15世紀
の第ニ・四半期におけるケルンの衰微，プラバントの積極取引の弱体化，およ
びイギリス毛織物の中部ドイツヘの勝利的な侵透は，プラバントヘの南ドイツ
人の侵透によって支えらされた。
15世紀の後半には，大陸の拡大は決定的な刺激を受けた。 1450年以降のドイ
ツの銀生産の影響はきわめて大であった。その拡大は，北西ヨーロッパの経済
が感じていた銀の大不足と密接に関連していた。銀の購買力の増加と技術的進
歩との間に自動的な関連があった。 15世紀の中頃におけるドイツ銀生産の技術
的革新は 1つの「産業革命」（プローデル）の中心と考うべきほど重要であっ
た。このいわゆる産業革命の基礎は南ドイツ商人の資本であった。彼らの商業
の拡大は，重要な投資が可能であったほどの資本の集中へと導いた。これは技
術的革新の成功の不可欠な条件であった。
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北欧と南欧との結合点として，プリュージュには商人が既知の世界から商品
をもって集まってきた。 この市場の最高頂は 14世紀の前半に現れたようであ
る。 1350年頃以来，ブリュージュの商業上の指導権を危くし遂にはこれを破っ
た競争的な諸市場が比較的速かに発達した。プリュージュの衰微はアントウェ
ルペンの興隆と関連する。勿論，アントウェルペンが興隆してもプリュージュ
は即時に衰滅したのではない。それどころか，或る時期には両者の興亡の将来
は決定し得ないほどでもあった。それにもかかわらず， 15世紀および16世紀の
80年代までは，アントウェルペンが隆々と栄えるに対して，プリュージュは次
第に昔の栄光を失うという趨勢は否定しがたい。 1400年頃から1500年頃までが
その決定的な時期である。
それならば，プリュージュは何故に衰微したか。これには，一部分は内部的
理由から，一部分は外部的理由から説明されねばならない。
プリュージュと外海との連絡は常に不安定であった。 12世紀以前にプリュー
ジュは湿地によって海から分離されていたので，高潮のときにのみ船は都市
の中心部に達することができ，プリュージュを北海と結ぶ小さい川，スウィ
ンは存在して以来，土砂が推積し始めていた。また，埋没のため運河を開盤せ
ねばならなかった。おそらく 1134年以来，洪水のため海岸に大きな湾ができ
た。爾来，都市の障壁から約3マイル距った処にまで海水が入ってきた。 1180
年，フランドル伯はそこにダンムという開拓定住地を建設して プリ ューン＇ュ
の外港として用うることにした。ダンムは航行の終点であり，プリュージュそ
の他のフランドルの重要な都市とを人工または天然の水路網で連絡した。ダン
ムの建設以後1世紀ほどで，この土砂堆積の過程はこの湾の入口に新しい外港
を作るのを必要としたほどに進んだ。新しい外港とはすなわち，スロイス（エ
クリューズ）であり， スロイスが最初に記録に上るのは1290年である。 この新
しい開拓地は， 1300年以来フランドルの船舶航行の主要地として 1つの運河に
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よってダンムと連絡された。スロイスとブリュージュとの間を往来した平底の
ハシケのたーめに航行可能な満足すべき状態にこの運河を維持することが次第に
困難を増してきた。そこで，ブリュージュは已むなく漸次に水路の改善策を練
り，その方策のいくらカミを大がかりな費用で実行せねばならなくなったが，当
時の技術的手段を用いては土砂堆積の方が速くて，永続的な成果を収めること
ができなかった。また，事実，スロイスはスロイスとして自ら独立した市場と
しての機能を展開する危険があり，これは夢ではなかった。この脅威は都市領
主であるフランドル伯家の年少の一員，ナミュール伯ジォアンがこの目的を忍
識的に遂行するように見えた1320年頃とくに甚だしかった。それに応じて，プ
リュージュはスロイスの破壊という暴力に訴えただけではなく，フランドル伯
を誘って互市場の特権 (iusemporii)を付与させた。スウィン川の通路強制，
プリュージュでの販売強制が法律的に制度化され，スウィンに入るすべての商
品は，ダンムその他入江の両岸に所在する 1つ2つの村のための少しばかりの
無害な例外を除き，ブリュージュで売買を許される。都市当局は将来，いまや
打ちのめされた潜在的な競争者に猜疑の警戒を続け，プリュージュの互市場強
制の特権に対して出合うかも知れないあらゆる違反を告訴しつつ互市場特権を
規則的に確認した。
1294年イギリス王エドワードー世は大陸に羊毛の互市場を開設した。短期の
中断を除いて，イギリスの主要な輸出品が2世紀半の間，大陸の指定互市場都
市で集散されることとなった。その結果，フランドル人は英仏海峡を横断する
ことなく，プリージュの商人はイギリス商人が自己の都市へ来るのを待つこと
を喜んだ。外来商人がブリュージュに集まったことは中世の末まで北西ヨーロ
ッパでは独特であった 1つの段階に達した。イギリスの羊毛の指定互市場は，
主として政治的考慮から選定されたが，数個の都市を好んで選定した。とりわ
け1325-26年に，また1341-48年に， 1349-52年には，プリュージュが指定互
市場となった。 1363年以来約2世紀の間カレーが指定互市場であった。互市場
が何処にあろうとも，羊毛の積荷はブリュージュに集散した。
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しかし， 14世紀の末からスロイス港の事情が悪化した。大きな船はゼーラン
ドのワルケレン島の諸港に投錨し，そこから．積荷をハシケでスロイスに送ら
ねばならないほどになった。他方．プリュージュのあらゆる努力にもかかわら
ず，スロイスからプリュージュに赴く水路が航行不能となり．その結果，財貨
はますます多く，ハシケの代わりに二輪荷車でプリュージュに運ばれることと
なった。
プリュージュの衰微は従来このような水路測量の問題に帰せられていた。し
かし，これが決定的な影響かどうかは疑わしい。商人たちは運送費が余計かか
るのはかまわぬと容認していた。従って，水路以外の内外の要因がプリュージ
ュには不利であったことを重要視せねばならない。互市場制度の運営は外来商
人に取引には不必要な場合にでも仲立商人の仲介を依頼せねばならないという
義務を課し，ここに強制体制が存在していた。この強制体制は排他的となった
プリュージュの都市貴族（ポオールター）の好んだ政策の結果であった。ルネッ
サンスに開花するような個人主義的な精神は，このような強制に対する嫌悪の
感情を中世後期の商人のなかに起させた。しかし，これよりも一また，何より
も一重要と思われるのは，フランドルの毛織物工業の衰退である。ガン，イー
プルのような大都市の製造工業が14世紀には衰微してしまったと同様に,15世
紀には小都市および農村の軽い「新しい織物」が，イギリス，ホランド，プラ
バントの成長しつつある諸工業の競争のもとに衰えた。いままで外来商人はプ
リュージュに来れば帰り荷を期待できたのに，このように毛織物工業が衰えて
は，外来商人をフランドルに誘引する最も有力な刺激は有効性を失なった。い
いかえれば，フランドルにおける外国貿易は帰り荷がなくなってしまった。
かくして，上述の内部的要因が外部的要因すなわちヨーロッバ経済の構造に
おける諸変化と結ぴ付けられた。この 2つは，プリュージュおよびフランドル
に内在していた諸条件がそうであったように，低地地方に新しい諸市場を起す
のに役立った。
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N 
プリュージュと競争する最初の都市はアントウェルペンであった。この都市
発達の原因はシェルト河口に位置して航海に便利であったことである。イギリ
スは1294年，羊毛の互市場をドルトレヒトに移し，翌年にはそこからメケレン
（マリーンス）に移した。おそらく少し後， 1296年にはアントウェルペンに羊毛
の互市場が開設されて， 1315年までこの状況が続いた。 13世紀の末頃からアン
トウェルペンの支配者ブラバント公たちは，そこを訪れる外来商人に諸特権を
与えてアントウェルペンの成長を助長していた。おそらく 1320年頃，当時諸国
を開発するのにきわめて普通に見られた支援施設を支配者から与えられた。そ
れは聖霊降誕祭市と聖バーヴォ祭市という 2つの年市である。プリュージュが
フランドルの毛織物工業のために羊毛の輸入を奨励しようとしたと同様に，ァ
ントウェルペンはプラバントの紡毛工業のために羊毛の輸入を奨励しようとし
た。プリュージュが，何よりもまずフランドルの輸出織物の市場であったと同
様に，アントウェルペンはプラバントの織物類に同様な基礎を見出したようで
ある。しかるに， 1357年には，プラバントにおける継承戦争の結果，アントウ
ェルペンは約半世紀の間フランドルの支配下に陥ちた。この合併は，アントウ
ェルペンの競争に不安を感じていたフランドル諸都市の側からの圧力の結果で
あるといわれているが，そのような動機は立証されないし，フランドル伯が勃
興しつつある 1つの市場の成長から利得しようとする願望によって動かされた
と考えることが少なくとも蓋然性をもっている。この合併の50年間には，プラ
バントの織物工業は，衰微の途をたどりつつあったフランドルの大都市の織物
工業に追従していた。プラバント織物工業としては，また，イギリスの競争と
ヨーロッパ経済の不況との犠牲となった。ではあるが，アントウェルペンの商
業上の繁栄をつづけさせたのはイギリス製毛織物であったことに注目されねば
ならない。
これらの織物の取引はフランドルでは保護政策によって妨害されていた。い
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まやイギリスの輸出業者は，低地地方が数多くの富裕な顧客を供したから，ま
た，この地方がイギリスに近接しているという理由からも，この地方に 1つの
市場を見出そうと熱心であった。しかるに，プリュージュは排他的な態度を示
したので，彼らはプリュージュ以外のより快く受け入れてくれる都市を求め
た。最初の段階では，このような都市は遠方に分散していた。 ドルトレヒトが
ある程度イギリスの輸出業者たちの興味を惹いた。ここはホランドの主要な商
業中心地であり， ハンザ商人がそこへ彼らの在外商館を 1358-60年， また，
1388-92年に移した。しかし， ミッドルプルクがより多くの魅力を提供し，そ
して， 暫らくの間， ハンザ商人の販売先であった。その港， アルネモイデン
は，スロイスが接近しにくくなったので，一層多くの船舶を吸引した。のみな
らず， 1380年代にはフランドルは内部の紛争やハンザの通商禁止から生じた経
済的危機のために被害をうけていたので，とてつもない希望を起させた。ホラ
ンドおよびゼーランド伯，バイエルン公アルブレヒトは，ワルケレン島におけ
るイタリア人，イスパニア人およびポルトガル人の取引を優遇したが，これら
南欧人を永くミッドルプルクに拘束するには成功しなかった。 15世紀にはこの
都市はスコットランド人が多く訪れるところとなったが，附近の都市ヴェーレ
と永い間競争し，ヴェーレの支配者の有力な支持の結果，遂にはヴェーレの勝
利に帰しそこにスコットランドの互市場が設けられた。ブルターニュ人のミッ
ドルブルクヘの海運は百年戦争以来大いに発達し，フランスやポルトガル・イ
スパニアの大西洋沿岸に産するブドー酒や塩を積んできた。とくに塩はワルケ
レン島またはゼーランドで精製された。イングランドについては，彼らは間も
なくミッドルブルクの彼方の他の諸都市を選んだ。最後に，ブリュージュの外
港としてのスロイスの機能をしばらくの間侵食して， ミッドルプルクとアルネ
モイデンとはシェルト上流の諸市場のための外港としての役割に満足せねばな
らなかった。
ミッドルブルクの主要な欠点はその島の位置である。島であるために大陸の
顧客へは接近しにくかった。 この点では， ベルゲン・オプ・ツォーム（以下ベ
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ルゲンと略称する）やアントウェルペンの方がより有利であった。前者の支配者
たちは1350年頃に，アントウェルペンの祭市と競争する 2つの祭市，・すなわち
復活祭市と11月祭市とを設けていた。イギリス人はこれらの祭市を訪ねたが，
アントウェルペンの方が間もなくベルゲンよりも好まれた。もともと，ベルゲ
ンは海からはより容易に到達することができた。 14世紀に最も多く用いられた
水路である東シェルトがアントウェルペンヘと導く手前で流入したからであ
る。この利点は数回にわたる洪水が，とりわけアントウェルペンヘの水路であ
るホントまたは西シェルトの水深を深めた後には，漸次に失われた。 1530年に
起った最後の洪水はベルゲンの港を閉鎖し，この都市の重要性を奪った。それ
だけではない。アントウェルペンは最初から陸上交通にとって一層便利な位置
にあり，ベルゲンがもっていなかった商業上の伝統というものをもち合わせて
いた。 ミッドルブルクに対するベルゲンとアントウェルペンとの共同の勝利
は， ミッドルプルクの互市場特権の遂行上犯した誤りによって一層前進され
た。この互市場特権は1405年に与えられて， 1445年に廃棄されるまで効力をも
っていた。これはプリュージュの互市場と同様に，外来商人には不利であった。
ホント川の啓開がアントウェルペンヘの直接航行を可能にしたので，互市場の
強制は容易に回避することができた。これに反して，ベルゲンやアントウェル
ペンの祭市は，来訪者たちに最大の自由を与えた。この「自由」は今日とは違
う意味のものにしろ，とにかく，これらの祭市もプリュージュに支配的である
取引状態に対しての実質的に価値の大きい改良に相当した。
アントウェルペンの市場に来る大陸の商人たちのなかでは，ケルンその他の
ライン都市の商人が最初は地の利を占めて優勢であった。彼らはプドー酒や製
造工業品を売り出しただけではなく，低地地方，北海の全周辺となかんづくド
ナウ上流や中流の盆地を含む広大な背面地との間の仲介商人でもあった。早く
からこれらの商人は，イギリスの毛織物をこのような広大な地域に販売するよ
うになった。その最も早い記録は1415年からである。しかるに，南ドイツの経
済には，このとき甚だ大きな変化が起りつつあった。百年戦争により誘発され
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たフランス通過の陸路の不安全と大西洋における海賊とは，スイス・オースト
リアの山々の峠を通過するルートに幸運を与え，香料をまずプリュージュにで
はなく直接にアントウェルペンに運んでくるようにした。その結果， 14世紀の
末にはイタリア商品のためのフランドルの市場から，広大な地域が分離するこ
とができた。この発展と時期を同じくして，プリュージュにあるイタリア商社
は，祭市開催中アントウェルペンを訪ねる習慣になり，アントウェルペンの祭
市が重要な市場となるにつれて，ハンザ商人その他もアントウェルペンを訪ね
るようになった。この頃にはプリュージュは閑静になった。というのは，商業
に従事したほとんどすべての外国人の居住者や内地人は1400年頃には祭市開催
中はプラバントを訪ねて，祭市が終了するまでプリュージュには商業活動が回
復しなかったからである。これは海運にも不可避的に影響を与えた。各地の産
物はフランドルにではなく，ますます多く，アントウェルペンヘ直送されたか
らである。
イタリアとの交通の中部ヨーロッパヘの移動は，さらに別の結果をもたらし
た。この交通が南ドイツにわたって拡げた富は，主として，アルプスからカル
パティア， トランシルヴァニアにわたる鉱山業に投下された。多量の銅や銀が
入手可能となり，それに 1つの市場が見出されねばならなかった。 1465年以来
プルグント家の鋳貨には銀が過大に評価されていたので，低地地方は銀のとり
わけ有利なはけ口となった。ライン地方の商業を通じて，アウグスプルグ，ニ
ュルンベルグ，ウルムその他のシュワーベンやフランケンの諸都市は，以前に
はイタリア商業をアントワープに向わしていたが，今や，彼らの金属をこの同
じ市場に持参した。かくして，全く力強く成長しつつある新しいョーロッパ経
済の一部門は，プリュージュの活動範囲から逃げたのである。この発展と関連
してブリュージュの活動範囲から逃げたもう 1つの，同様に重要なことがあ
る。アントウェルペンにおける金属の販売は，ポルトガル人をこのシェルト沿
岸の市場に誘引した。銅製品は黒人アフリカでは物々交換の物資としてきわめ
て好評であった。そして， 15世紀の末頃ポルトガル人の海上交通がインドに到
145 
506 アントウェルペン市場の興隆（宮下）
達したときには，彼らは銀がこの東方では金と比べて価値が高いことを知っ
た。その結果，アジアに輸出するための銀をアントウェルペンで買入れると，
利益となり彼らにはこの銀買付が利潤の 1つの源泉となった。このとき以来，
ポルトガル人はそのもってきた東方産物をアントウェルペンの市場で売却した
のである。
これと同時に， 14世紀の後半以来，ハンザの経済体制はプロイセンや東方バ
ルト海諸地方へのイギリス人，一層多くのオランダ人の航海や貿易の不可抗的
な前進によって，破壊された。 1400年頃から，北海での船型が2倍大となって
スロイスに投錨するのが不可能となり，ホランドにおける 1つの毛織物工業の
発達はホランド自国で帰り荷が得られたので，彼らはホランドの主要な港であ
るアムステルダムに停泊するようになった。ホランドはこれによってその繁栄
の最初の基礎をおくことができた。
ブリュージュに忠実であり続けたのは， リューベックおよび近接のヴェンデ
ン諸都市だけであった。しかし，いま述べたような発展の結果は，バルト海に
おける彼らの商業上の支配権に重大な侵害を与えずにはおかなかった。彼らの
商業的優勢が落ち目であったとしても，彼らはハンザ同盟の主導権を依然とし
てもち，同盟のライン地方の都市成員が同盟への彼らの紐帯を緩めつつあった
間は，主導権をもち続けた。 1442年以来は， リューベックとその同盟者とは，
彼らに富をもたらしていた商業組織の維持によって彼らの地位を保守しようと
欲して，プリュージュの在外商館に有利となるような絶対的な制限政策に専念
した。ハンザの船舶以外の船の使用が禁止され，大部分は東方バルト海産の一
連の産物はスウィン川でのみ積却すぺきものとされた。もし，それらの産物が
スウィンからプラバントの市場に送られそこで売残ったならば，プリュージュ
にもち帰らねばならぬとされた。しかし，ブリュージュにおけるハンザの互市
場強制政策は失敗であった。ハンザ商人はますます諸条令に煩わされることな
く，独自の途を歩んだ。 1472年には，フ・リュージュに在外商館の評議会を構成
すべき居住者が24人に達しなかったので， この評議会員の数は18人に減少さ
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れ，そして1486年には12人とすらなった。同様に，ルッカ人は1498年には彼ら
の評議会員の数を3人から 2人に切下げた。
オーストリア大公マクシミリアンの摂政時代にフランドルを特徴づけた動乱
(1482-93)は，プリュージュの商業に新たな 1つの打撃を与えた。 1482年5月
と1488年6月との 2回にわたり，大公はすべての外来者はこの反抗的な都市を
退去するよう命じた。彼らを招いた第2回目には，とくにアントウェルペンを
指定してそこに移らせた。すべての外来者がフランドルの支配者と妥協してし
まうとすぐに，彼らは彼らのフランドルの住所に戻った。しかし，この事実は
誤解されてはならない。イタリア，カタロニア商人は出身都市の数だけの居留
民団 (natio)を単位としており，または彼らの権益を擁護する領事をもってい
た。居留民団または領事は，すべての制度がそうであるように，伝統の諸力に
強く従属させられたとしても，個人たちは彼らの最も適当と考えた場所に居住
することに永い間慣れてしまっていた。 1488年にプリュージュを退去してから
は，スウィン地方の敵対状態がとくに1493年の夏が終る少し前には，外来人の
居留民団ですら戻って来なかった。このような長期不在は，多くの商人に彼ら
の居住地をアントウェルペンに永久に移させたに相違ない。
その間に，プリュージュはその衰運を止めるのに全力を尽した。 1485年の反
抗の際，・アントウェルペンの交通を妨害するためにガンと手をたづさえてシェ
ルト両岸に 1つの防塞を設けて駐兵させて，暴力にすら訴えた。この防塞はア
ントウェルペンを回復した民兵によって 2-3カ月後に壊わされてしまった。
スロイス港の水深は多くの地点で3-4フィートにまで減じてしまっていたが，
港の航行可能性を改良する作業は，この頃とくに大仕掛なかつ巨費を以て行わ
れたにもかかわらず，無益であり永久に絶望的であった。外来商人の帰来を奨
励するために，都市は1493年に彼らの居留民団の数個（イタリア人，シチリア人，
カタロニア人）に特権の拡張を許与した。都市プリュージュはその主権者に訴え
て1498年， 1515年， 1519年という風にくりかえし互市場強制の確認をうけ，す
べての外来商人はプラバントの祭市を除いてプリュージュ以外の場所に居住す
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ることを禁止され，祭市の期間を本来許された時期に限定することとなった。
これらの処置は実際に励行されたのかというに，実行された徴証はない。それ
らは，フランドルの諸領国内で献金や特別補助金の賛成票決に都市の同意を得
る必要から考え出された譲歩であったことは明らかである。さらに， 1501年に
は，プリュージュはその保護政策からの完全な転換をしたのでフィリップ瑞正
王からフランドルのためのイギリス毛織物の互市場を許されたが，これは大し
た成果をもたらさなかった。最後に， 1509年，プリュージュはオーストリアの
マクシミリアン摂政の孫，将来のカール五世のために 1月および2月に開催さ
れる第2の年市を開設させて， ブラバントの定期市の機構に割込もうとした
が，この目的も完全な失敗であったといえよう。ハンザも永く保守したプリュ
ージュの在外商館を遂に 1553年にはアントウェルペンに移さねばならなかっ
た。
??
ブリュージュは15世紀の末までには完全に見捨てられた。しかし，この都市
はイスパニアの羊毛をフランドルにもってくる主要な入港地であり続け， 16世
紀には40-60人のイスパニア人が居住していた。羊毛取引の中心地としてはプ
リュージュは，カレーが1558年にフランスに奪われた後に，イギリスの互市場
としてのカレーを継承すべく選定された。
ではあるが，状況は一変している。大陸横断の商業の決定的な復活はドイツ
の工業拡大によって支配され， 15世紀の90年代にボルトガル人やイスパニア人
の諸発見へと導いた大西洋範域での航海の拡大は新しい 1つの決定的な刺激を
与えた。投機心はボルトガル人の香料とドイツ人の銀銅，そして間もなく，ァ
メリカの金との商業上の結合のなかに有利な基礎を見出した。この大陸拡大と
海洋拡大との結合はアントウェルペンに位置し，ョーロッパの経済に拍車を加
ぇ， 16世紀の 2-30年代に過熱的な資本主義的ブームの様相を与えた。 しか
し，このブームはヨーロッパ経済のむしろ限られた方面にのみとどまった。こ
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の世紀の第ニ・三半期中に，南欧への商業の最後的な侵透が西欧全部の水平線
を拡げる。新世界への商業がますます西ヨーロッパ全体の中心となった。
フランスとイギリスがのけ者にされたのではない。イタリアは間もなくレヴ
ァント貿易に新しい見込を発見し，北方との陸上連絡回復の基礎をおいた。 16
世紀における陸上および海上の運送費の低下もこの拡大と関連していた。例え
ば，エムデンからアントウェルペンヘの穀物および豆科植物の輸送費は約 5-
6バーセントの低下にすぎず，低地地方からイギリスヘのホップの輸送費低下
は5バーセント以下であった。オンドスコートからアントウェルペンヘのセイ
織の輸送費は，仲立料を含めて， 2-3バーセントにすぎず， フランクフルト
からリューベックヘの玉葱，レファールからリューベックヘの亜麻の輸送費は
たった 6バーセントであった。これと比較する意味で挙げると， 15世紀初の運
賃は著しく高かった。 1418-19年におけるアントウェルペンからモンス（エイ
ノウ）への緋の運賃は約 10バーセントかかった。これは， 16世紀の商業にはも
はや奢俊品が支配しておらず，ブルターニュの帆布，フランドルの亜麻布など
のような低廉な織物とかハンガリアの銅，低地地方のホップ，バルト海の穀物
などのような嵩高い原料品にも広く開放されていたから，なおさらのこと重要
である。
この発展において航海の進展が漸次にリードした。すなわち， 16世紀の第二
• 三半期には最終決定的となったプラバントの祭市の衰微は，その徴候を示し
ている。バルト海，イスパニアおよび新世界が決定的に先頭に立った。この勃
興と平行して， ドイツの大陸経済， 従って， ライン都市は衰微した。 それ故
に，航海の進展そのものは積極的な貢献をしたけれども，よく均斉のとれた商
業上の均衡に対してはこれを破る脅威的な前兆が存在していた。まさに，バル
ト海は純海上的ではなかった。これは本質的には周囲の農業地帯の商業的開発
に基礎をおいていたからである。大西洋の他の海岸では航海の進展は南アメリ
力や中部アメリカの工業的利用を刺激した。その間には，西ヨーロッパ，レヴ
ァント，大西洋諸島にわたって拡がった農業的および工業的な貢献の豊かな網
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状組織があった。しかるに，また，宗教戦争が西ヨーロッパの全域に不幸をも
たらした。工業技術の進歩も16世紀の末頃には消尽された。間もなく，イギリ
ス人やオランダ人の商業がヂブラルタル海峡を通過して侵透し，ィクリアを北
欧と連絡した陸上ルートに致命的な競争をした。 16世紀の「初期資本主義」の
強力が弱まり始め，全く海運の方面に轍退した。拡大は，もう一度，周辺経済
．へと縮小された。商業技術の進歩は組織化されたが， 16世紀の創造的な成長の
原動力は死滅した。
ではあるが， 16世紀は中世からの伝統を受けついだにすぎないのではなく，
新しいものを創造した。 16世紀にはオンドスコートやアルマンティエールの小
さな服地生産者は市場を訪ねることを次第に減らした。販売は重要なアントウ
ェルペン商社の局地的な代理人か，さもなくば，外国またはアントウェルペン
商社と独立に取引した局地的または地域的な商人の手中に集中化された。商業
組織としては，多数人の商業における持分参加や委託販売・委託買付が，遠隔
な航海を成功的に金融する一時的組合への結成や遠隔な市場での売買を可能1i:
した。これは，小さな商人に遠地商業という大冒険事業に参加させたものであ
るが，しかし，この場合重要であったのは個人商人であった。だが， 17世紀の
永続的な合本会社や非人格的な海外貿易への傾向は既に存在していた。海上交
通は16世紀には小さな遠洋航行船であった。アントウェルペン，ロンドン，セ
ヴィリアのような重要な海港は，大河の流域にありしかも内陸に奥深く地点に
位置した。かくして，財貨の運転速度は，少くとも相対的には，むしろ弱小で
あり遅々であった。ではあるが，小さな船舶は急速な出帆を可能にし，海上輸
送の運転速度をより速めた。 16世紀の後半にはフランス，イギリス，オランダ
の海賊が横行した。このため航海の安全は失われた。航海技術も能率的であっ
たとはいわれない。それ故に，護送船団の組織が採用され，数隻の間に商品を
分割して危険の分散を図った。しかも徐々に革新や改良が行われた。大洋航行
船のトン数が徐々に増大した。オランダ人のバルト海への侵透はスカンディナ
ヴィアの材木の輸入を選択させ造船材は主としてノルウェイから入手し，造船
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業の専門化や技術的進歩をもたらした。海上保険はイギリスとくにイスパニア
の影響のもとに拡大し，商業界に成功的に普及した。大きな商社は船舶の艤装
に専門化し，海上輸送の組織の完成に努めた。最後に，アントウェルペンの港
は16世紀では何処でもモデルと考えられたほど「近代化」された。
陸上輸送も進歩した。ドイツを通過する輸送はヘッセン車をもつヘッセン人
により組織され，陸上輸送の大部分はセッセン人の担うところとなり，彼らの
アントウェルペンの商業生活への影響は16世紀の60年代に大きなヘッセン人居
館を都市が建設するのにイニシャティヴをとったほどである。しかし，ヘッセ
ン人は小さな独立の親方にすぎず，これに比ぺると，イタリアヘ赴く道路は国
際的な輸送に従事した 1-2の大商社が行っていた。低地地方とイクリアとの
連絡はより近世的な集中化された陸上輸送の基礎となった。 16世紀における郵
便組織の大進歩はこの進歩の 1つの様相である。
しばしば触れたように，祭市はアントウェルペン興隆の 1つの重要な要因で
あった。アントウェルペンの発展は，また，より近世的な市場組織への途を開
いた。その最初の徴候は，プラバントの商人はアントウェルペンを永続的な売
買中心地にしようと努力しているとプリュージュが苦情を訴えた15世紀最後の
四半期にみられる。祭市の期間が絶えず延長され，プリュージュの圧力のもと
に低地地方の政府はアントウェルペンやベルゲンにおける本来の祭市期間に復
帰すべきことを一度ならず命じている。しかし，これは時勢に逆行するもので
あり， 16世紀の最初の四半期には永続的な売買中心地の組織が進歩し， 30年代
の危機中に遂に完成した。これはアントウェルペンの古い市場構造を犠牲にし
たのみならず，ベルゲンの市場も遂に衰亡した。 1547年以降は，プラバントの
祭市は商業負債の支払や金融交渉の期間としてのみ国際的重要性を保持した。
取引会所は祭市の伝統的な特徴であった。数多くの工業中心地はその生産物を
アントウェルペンやベルゲンの取引会所に集中した。はじめはこの会所を祭市
期間中賃借りしたが，次第に 1年中賃借りすることとなった。 16世紀を通じ
て，ィープル，ヘレンタールス，ウェールト，ニーウケルケ， トゥルンホウト
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などはアントウェルペンに会所を借りまたは所有した。イギリス人会所の建設
もこの方針に基づいていたが，ここでは局地的な性格が国民的な性格に地歩を
譲った。これらの会所は伝統的な様相を保持していた。すなわち，多くの財貨
が売買の場所に現実に存在していて，それについて売買が行われた。おそら
く，ワルケレンの諸港での積換やプリ．ュージュの羊毛互市場はアントウェルペ
ンでの見本取引を導入した。 この見本取引は 16世紀の前半に， とくにプドー
酒，穀物および羊毛の販売について行われた。価格はもはや個々の取引によっ
て支配されずに，一般的な市場趨勢の結果となりつつあった。間もなく価格表
が印刷され配布された。しかし，さまざまな会所がまだー大商品取引所には成
長しなかった。それには見本取引が一般化することを必要とした。しかし， i6
世紀の60年代の初めには，すべての商取引は正午と夕刻に「イギリス人のプー
ルス」で1532年の「新しいプールス」に為替取引所が開かれる 1時間前に集中
的に行われる慣習が生じたのは，永続的な商品取引所の侵透への直接の貢献と
みてよい。 17世紀にこのような商業組が完成されるに至るが，これはアムステ
ルダムの貢献であった。普通の商人たちの間にすら，イクリアその他で修練を
積むことは確立した風習となっていた。複式簿記はいままでイタリアに限られ
ていたが， 16世紀にはこの技術が通俗化されてドイッ，低地地方，フランス，
イギリスにおける，そして，ハンザの中心地においてすら商業界を征服したの
は，主としてアントウェルペンの影響によったものである。
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